
専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 講義 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 36回（72単位時間） 年間単位数 4単位

授業科目要件 該当 非該当

到達目標

授業科目名
Harmony & TheoryⅠ

Harmony & TheoryⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース 全コース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

MI Hollywood卒業後、同校で教鞭を執る傍ら、西海岸エリアを中心にスタジオ
ミュージシャンとしてのキャリアをスタート。 現在は東京を拠点にアーティストへの楽曲提供、ライブ
やレコーディング、教則本の執筆をこなしている。前記経験を活かし、コンテンポラリーミュージック
で必要とされる音楽理論を教える。授業概要

音楽の構造や楽典分析の仕方などを、理論立てて学ぶ。

音楽を理論的側面から捉え、演奏や作編曲等に活用する。

授業計画・内容

【前期】
1～6回目

Notation Basics
Major Scales

【前期】
7～10回目

Intervals
Intervals Within and Beyond The Major Scale

【前期】
11～14回目

Further Study Of The Triad
Chords And Major Triads

【前期】
15～18回目

Major Scale Harmony
Chord Progressions
Harmony & Theory 1 Review

【後期】
1～4回目

Notation Basics
Time Signatures

【後期】
5～8回目

Major Key Triads
Natural Minor Scales

【後期】
9～12回目

Minor Scale Triad Harmony 
Harmony & Theory 2 Midterm Review

【後期】
13～17回目

Minor Scale Harmony
Diatonic Seventh Chords

使用教科書 MI Bookstore Harmony & Theory 1, 2

【後期】
18回目

Harmony & Theory 2 Review

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 講義 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 36回（72単位時間） 年間単位数 4単位

授業科目要件 該当 非該当

【後期】
5～8回目

Sight Singing
Transcribing Melody and Rhythm

到達目標

授業科目名
Ear TrainingⅠ

Ear TrainingⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース 全コース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

MI Hollywood卒業後、同校で教鞭を執る傍ら、西海岸エリアを中心にスタジオ
ミュージシャンとしてのキャリアをスタート。 現在は東京を拠点にアーティストへの楽曲提供、ライブ
やレコーディング、教則本の執筆をこなしている。前記経験を活かし、ミュージシャンとして必要とされ
る聴音能力を高め相対音感を身につける授業を行う。

授業概要

聴こえてくるメロディーやリズム、ハーモニーなどを声に出し、聴音力を鍛える。

楽曲を聴き、五線譜への採譜する能力の修得。
複雑なメロディーやリズム、ハーモニー等の聴音力の向上。

授業計画・内容

【前期】
1～6回目

Pitch
Major Scales/Sharp Keys
Major Scales/Flat Keys

【前期】
7～10回目

Intervals
Melodies
Melodic and Harmonic Intervals

【前期】
11～14回目

Chromaticism
Harmony

【前期】
15～18回目

Diatonic Harmony
Try It All Together

【後期】
1～4回目

Meter And Rhythm
Rhythmic Notation

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

使用教科書 MI Bookstore Ear Training 1, 2

【後期】
9～12回目

Midterm Review
Melodic and Harmonic Intervals

【後期】
13～17回目

Triad Qualities
Diatonic Chord Progressions

【後期】
18回目 Ear TrainingⅠReview



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 講義 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 36回（72単位時間） 年間単位数 4単位

授業科目要件 該当 非該当

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

使用教科書 MI Bookstore Drum Reading 1, 2

【後期】
6～10回目

16th Triplets & Swung 16th-Note、Hand-to-Hand 16th Figures、Hand-to-Hand Drum set 
Application、Right-Hand Lead Application、Hand-to-Hand Triplet Figures

【後期】
11～15回目

Drum set Application、Right-Hand Lead Application、Eighth-Note Reading Over Ostianto、16th-Note Reading 
Over Ostianto、Triplets Mixed with Eighth and 16th Notes、Right-Hand Lead Drum set Application

【後期】
16～18回目

Four-Bar Reggae patterns、Over-the-Bar Rhthmic Patterns、Note Length: Short/Long、Hand-to-Hand 16th 
Triplet Figures、Hand-to-Hnad Drum Set Application、16th-Note Triplet Ostinato、Review

【前期】
11～15回目

Assigned Sticking Method, Duble Strokes, Note Values Review, Eighth-Note Tripletsd, Duration, Sustain and 
Tied Notes, Sequential Ties and Tiea Ubder Beams

【前期】
16～18回目

Dotted Notes and Rests, Practical Uses of Dotted Notes(and ties), 2/4 Time Signature, 3/4 Time Signature, 
Review

【後期】
1～5回目

Phrasing、Moving aronund the Drum Set、Half and Quarter-Note Triplets、16th-Note Triplets、6/8 Time 
Signature、Reading 16th-Notes in 6/8

初見演奏を可能にするスキルを身に付ける

授業計画・内容

【前期】
1～5回目

Basic Notatioin, Rhythmic Values, Eighth note Notation and Values, Single-Bar Repeat Sings, Sixteen Note 
Notation and Values,

【前期】
6～10回目

D.C. al Fine, Note Values, Shared Beams, D.C. al Coda, Common Values, Common Eighth and 16th Pairings,
D.C. al Coda(w/first and second endings)

到達目標

授業科目名
ReadingⅠ（Drum）

ReadingⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース ドラムコース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

斉藤和義、永井真理子、大江千里などのツアーサポートや佐藤寛之（元光GENJI）、MASAKIなどさまざまな
アーティストのレコーディングに携わり。前記実戦で得た経験を基にした読譜や採譜、演奏力向上の授業を
行っている。

授業概要

譜面を読み書きする力を鍛える授業。スネアだけのシンプルなラインを読むところからスタートし、さ
まざまなアクセントとストロークを学び、セット全体のコンビネーションを身につけます。



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 講義 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 9回（18単位時間） 年間単位数 1単位

授業科目要件 該当 非該当

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

使用教科書

3回目
会話でよく使われる言葉を話す。

4回目
全体の発音を音程で捉える

5～9回目
日本語、会話からの応え方練習①～⑤

会話力を身につけ、様々な練習を通して音楽の現場でコミュニケーションやディスカッションができる事を目指す。

授業計画・内容

1回目
音楽活動で使われる日本語、機材などの名称、練習。

2回目
日本語あいうえお～わをんの発音

到達目標

授業科目名
Communication in Japanese

Communication in Japanese 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース 全コース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

1991年AIONでメジャーデビュー。その後VOLCANOに参加し海外デビュー。また地獄カルテットでも
活動している。教則本「地獄のメカトレ・シリーズ」のヴォーカル版「地獄のボーカルトレーニングフ
レーズ」を執筆。前記記載の海外での実績と経験を生かし、音楽業界でよく使われる日本語の授業
を行う。また、会話でのコミュニケーションも行う。

授業概要

音楽活動で使われる日本語、日本人と日本語でよく使われる言葉を覚える。



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 講義 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 9回（18単位時間） 年間単位数 1単位

授業科目要件 該当 非該当

到達目標

授業科目名
Communication in English

Communication in English 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース 全コース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

バークリー音楽大学出身。BABY FACE、USHERの来日時にドラムを務め、安室奈美恵のバックコー
ラスとして、NHK紅白歌合戦にも出演。スティービー･ワンダーとセッションするなど、その活動は幅広
い。前記、ミュージシャンとしてもキャリアがあり、ネイティブな講師が音楽をキーワードに英会話を行
う。

授業概要

いままで学んできた英語を活用し、音楽現場でのコミュニケーションに使えるようになろう。語彙や文法などを一度抜きに
して、とにかく英語を使ってコミュニケーションしてみる。

会話力をつけ、様々な練習を通して音楽現場でコミュニケーション・ディスカッションができることを目指す。

授業計画・内容

【1回目 授業説明。英語に慣れる。挨拶と自己紹介をしてみよう。

2回目 身の回りの物について話してみよう。

3～4回目 音楽について話してみよう。好きなアーティストや楽曲を紹介してみよう

5回目 音楽用語について。音楽現場での会話について

6回目 様々なコミュニケーションについて

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

使用教科書 講師が別途指示。主に講師作成のプリントを使用。

7回目 プレゼンテーションについて

8回目 プレゼンテーション

9回目 復習と総括



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 講義 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 9回（18単位時間） 年間単位数 1単位

授業科目要件 該当 非該当

到達目標

授業科目名
MusicBusiness 

MusicBusiness 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース ベース/ドラム/ギター/ヴォーカルコース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

MI TOKYO卒業後、音楽制作会社を起業し代表を務める。レコーディング・PAエンジニア、ポストプロ
ダクションの実務経験は20年以上の経験を持ち。音楽のビジネスとは何か？を自身の起業の経験と
業界で得た経験を活かし、音楽業界でのキャリアプランを形成する為の授業を行なう。

授業概要

音楽を通じビジネスを学びます。現代の音楽業界の多様化や変化を学習しながら、自分のキャリアを形成します。業界の
仕組みや著作権、またWEBやSNSを活用したプロモーションなど多角的にアーティストの活動を理解していきます。

音楽をインターフェースにビジネスを知る。個人事業主とは何かを知る。

授業計画・内容

音楽ビジネスとマネージメントについて学び、プロフィールを作成する。

音楽産業について学び活動計画を考える

1～2回目

3～4回目

デジタルツールの活用方法や音楽配信について学ぶ。

自分の価値の打ち出し方、事業や活動に関する予算等について、著作権とは。

5～6回目

7～9回目

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

使用教科書



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 実習 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 36回（72単位時間） 年間単位数 2単位

授業科目要件 該当 非該当

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

使用教科書 MI Bookstore Drum Technique 1, 2

【後期】
5～8回目

Drag,Mixed Note Values,Four Way Coordination,Doubles

【後期】
13～16回目

Flams,Four Way / Triplets,Linear Hand

【後期】
17～18回目

Linear Hand,Four Way / Paradiddle

【後期】
9～12回目

Charley Wilcoxon Solo No.5,Paradiddle,Inward,Reverse,Outward,Double Paradiddle

【前期】
11～15回目

Eighth Note Triplet,Rudimental Recall,Double Stroke,5Stroke～10Stroke,Single Paradiddle

【前期】
16～18回目

Check Patterns,Progressive Paradiddle,Bass Drum & HiHat,Hairta

【後期】
1～4回目

Flam,Foundational Motion,Four Way Coordination

音符に対応する技術の習得、及び正確なリズム感の体得。
ルーディメントを手だけで終わらせるのではなく、ビートやシンバルワークに応用する。

授業計画・内容

【前期】
1～5回目

Fulcrum,Control Stroke,Grip,Seat,Moeller Technique

【前期】
6～10回目

Accents,bass drum technique,Rudimental Drumming,Stroke Ruff,Hi-Hat

到達目標

授業科目名
TechniqueⅠ（Drum）

TechniqueⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース ドラムコース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

MI TOKYO卒業後、TRICK BOXなど多くのバンドで活躍し、はたけ（シャ乱Ｑ）、鮫島秀樹（ex.HOUND
DOG）がプロデュースするガールズバンドの育成や多数アーティストのレコーディング、ライブサポー
トを行う。前記記載の経験を活かし、前記記載の経験を活かし、演奏技術向上はもちろん様々なジャ
ンルの演奏スタイルを学ぶ授業を行う。

授業概要

ドラムセットを使い、基本的な知識をつけ、様々なトレーニングを行う。



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 実習 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 72回（144単位時間） 年間単位数 4単位

授業科目要件 該当 非該当

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

使用教科書 MI Bookstore Drum Performance 1, 2, 3, 4

【後期】
6～10回目

Swing Blues, Jazz to Bossa Nova, Timber Grooves, New Orleans Second Line/Jump Swing,
Progressive Metal

【後期】
16～18回目

Half-Time Shuffle, Afro-Cuban 6/8, Dubstep, Funk-Rock, 5/4 Modern Rock, Extended Fills, Metaric
Modulation

【後期】
11～15回目

Soul-Jazz, New Orleans Second Line, 7/4 & 5/4 Funk, Odd Time Funk, Indie-Pop & Half-time
Shuffle feel, R&B 16th-Note Funk

【前期】
11～15回目

Hard Rock、Punk-Pop、R&B-PopBallad
Country-Rock Ballad、Motown/Stax Groove

【前期】
16～18回目

Jazz、Bossa Nova
Reggae、Cumbia

【後期】
1～5回目

Pop-Rock, Modern Rock, Hip-Hop, Soul-Funk, World Beat,
Ghost-note Groove, One-hand swung, Two-handed swung、Swung 16th-note Groove  w/ghost
notes

様々なジャンルの生演奏（アンサンブル）に対応可能となるスキルの習得を目指す。知識と楽曲のポイントを押さえつつ、
先ずはテキストの完全再現を行なう。その後、フルコーラス演奏の精度が上がったら楽曲の持つピックアップすべきフ
レーズの応用にも着手する。

授業計画・内容

【前期】
1～5回目

Pop-Rock、Hard Rock、ワンハンド16分ビート
Wハンドにおける16分ビート、Country-Pop

【前期】
6～10回目

Slow12-bar Blues、Shuffle12-barBlues、Funk Rock
Modern Rock、Rock Shuffle

到達目標

授業科目名
PerformanceⅠ（Drum）

PerformanceⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース ドラムコース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

SADS、地獄カルテット、SUNS OWLのドラマー。ドラム教則本、地獄のメカニカルトレーニングフレー
ズの著者。黒夢、Bʼzなどさまざまなサポートも務める。前記記載した実践で得た経験を基にアンサン
ブルの授業を行う。

授業概要

2日に渡り、ドラマー視点から様々なリズムスタイルや楽曲群をMI独自のテキストで再現。1日目はスタンダードなリズムス
タイルをPrepPerformanceの授業で学ぶ。翌日にはPrepの内容をギター講師、ベース講師と共に時間の限りアンサンブ
ルする。ここでは知識に関しては一切触れず実演奏のみをレクチャーしていく。



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 実習 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 36回（72単位時間） 年間単位数 2単位

授業科目要件 該当 非該当

到達目標

授業科目名
Digital Audio WorkstationⅠ

Digital Audio WorkstationⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース ドラムコース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

MI Hollywood卒業後、海外で精力的な音楽活動を行い帰国。MI TOKYOで講師を務める傍ら、さまざ
まなアーティストの楽曲制作を行っている。前記記載の経験を活かし、ソフトの操作方法から曲作り
のノウハウ学ぶ授業を行う。

授業概要

Logic Pro Xの主要な機能や基本的な操作を学ぶ。

実際の曲のイントロからエンディングまでの制作過程を体験する。

授業計画・内容

【前期】
1～6回目

iMac及びLogic Pro Xの紹介
Apple Loops
オーディオトラックの録音

【前期】
7～12回目

MIDIトラックの録音
Drummer(バーチャルドラム音源)
オーディオトラックの編集

【前期】
13～6回目

MIDIトラックの編集
ミキシング

【前期】
17～18回目

ミキシングとオートメーション
プレゼンテーション、Final Project提出

【後期】
1～4回目

詳細設定とビデオファイル
オーディオトラックの録音

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

使用教科書

【後期】
5～8回目

MIDIトラックの録音
MIDIプラグインとドラムビート

【後期】
13～16回目

Apple Loopsとスマートテンポ
タイムとピッチの編集

【後期】
17～18回目

アレンジとその他編集
ReviewとFinal Project

【後期】
9～12回目

オーディオトラックの編集とスマートコントロール
MIDIトラックの編集



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 実習 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 36回（72単位時間） 年間単位数 2単位

授業科目要件 該当 非該当

到達目標

授業科目名
Keyboard proficiencyⅠ

Keyboard proficiencyⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース 全コース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

MI Hollywood卒業。帰国後バックミュージシャン・講師として活動中。
お台場合衆国「ONE PIECE MEMORIAL LIVE 2010」The Rootless、アカラ10周年記念コンサートなど
で演奏。前記経験とMI Hollywoodの教科書を熟知した講師がミュージシャンにとって必要な鍵盤のア
プローチを方法を授業にて行う。

授業概要

鍵盤を利用し、音楽理論のベースを構築しつつ、伴奏楽器の一つとして使えるようにする

DTM使用の際の基礎的な鍵盤入力方法の習得。
キーボーディストの使うヴォイシングやバッキングパターンの理解。
DTM使用の際、キーボードを使用したバッキング入力スキルの習得。

授業計画・内容

【前期】
1～5回目

スケール練習1～5

【前期】
6～10回目

スケール練習6～10

【前期】
11～15回目

コードの転回型1～5

【前期】
16～18回目

コードの転回型6～9

【後期】
1～2回目

4分打ちのバッキング練習
サスティンペダルを使用してのバッキング練習

【後期】
3～8回目

バッキング練習1～6

【後期】
9～11回目

バッキング練習1～6の復習
シンセの音色を知る

【後期】
12～16回目

バッキング練習7～12

使用教科書 MI Bookstore Keyboard performance 1

【後期】
17～18回目

バッキング練習7～12の復習
今までのバッキング総復習

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 実習 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 36回（72単位時間） 年間単位数 2単位

授業科目要件 該当 非該当

到達目標

授業科目名
Rhythm Reading Workout

Rhythm Reading Workout 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース ギター、ベース、ヴォーカル、ドラムコース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

MI Hollywood卒業後、日本で活動を開始。エレクトリック、アコースティック問わず「歌モノとしてのギ
ターアプローチ」を追求しており、そのギターワークは、国内アーティストのみならず海外のアーティス
トからも高い信頼を得ている。前記記載の経験を活かしグルーヴやリズム感を身につける授業を行
う。

授業概要

基礎的な音楽シンボルの考察とリズムトレーニング

様々なリズム譜でのトレーニングを通して根本的なリズム力を向上させる

授業計画・内容

【前期】
1～5回目

基礎的な音楽記号の解説、大枠としてのリズムの考察・概念、8分音符のリズムの考察
道筋を表す譜面上の記号①、8分休符のリズムの考察

【前期】
6～11回目

16分音符のリズムの考察、道筋を表す譜面上の記号②、16分休符のリズムの考察
ミックスリズムの考察、8分音符と16分音符のミックスリズムの考察

【前期】
12～15回目

シンコペーションしたリズムの考察、ここまでの学習のレビュー・トレーニング
8分音符の３連符のリズム

【前期】
16～18回目

2分音符及び4分音符の3連符のリズム、複合リズムを使用したリズムトレーニンング
リズム譜の考察と全体レビュー

【後期】
1～5回目

タイを使ったリズム、付点音符と付点休符、タイと付点音符のミックスリズム

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

使用教科書 MI Bookstore Rhythm Reading Workout 1, 2

【後期】
6～10回目

スウィングした8分音符、2/4拍子、3/4拍子、6/8拍子、ここまでのレビュー・トレーニング

【後期】
11～15回目

6/8拍子の16分音符のリズム、16分音符の３連符とスウィングのリズム、カットタイム

【後期】
16～18回目

変拍子、不規則な拍子記号について、5/8拍子、7/8拍子、全体のレビューとトレーニング



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 演習 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 72回（144単位時間） 年間単位数 9単位

授業科目要件 該当 非該当

到達目標

授業科目名
Live Playing WorkshopⅠ

Live Playing WorkshopⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース 全コース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

各曜日ごと各ジャンルごとのアンサンブル授業に当校の音楽ジャンルや音楽スタイルに精通した
キャリアを持つ講師を授業ごとに5～6名を配置し授業を行う。

授業概要

課題曲を用いて本番を想定した、ステージ上で行われるバンドアンサンブルの授業。音楽のスタイルやジャンル別に、毎
日行われている。各パートの講師がアンサンブルや演奏に関してのレクチャーを行う。

バンドアンサンブルの技術やステージでの経験値を上げる。様々なジャンルやスタイルの音楽を身につける。

授業計画・内容

【前期】
1～5回目

Funk, Soul, R&B, Jazz, Blues, JamSession, Fusioin, Rock Instrumental, HR/HM, Rock, Classic Rock,
POPS, J-POP, J-ROCK, Altanative Rock, Comtemporary Pop/Rockなど。毎日行われている様々な
ジャンルやスタイルの課題曲から週2回選んで出席する。

【前期】
6～10回目

Funk, Soul, R&B, Jazz, Blues, JamSession, Fusioin, Rock Instrumental, HR/HM, Rock, Classic Rock,
POPS, J-POP, J-ROCK, Altanative Rock, Comtemporary Pop/Rockなど。毎日行われている様々な
ジャンルやスタイルの課題曲から週2回選んで出席する。

【前期】
11～15回目

Funk, Soul, R&B, Jazz, Blues, JamSession, Fusioin, Rock Instrumental, HR/HM, Rock, Classic Rock,
POPS, J-POP, J-ROCK, Altanative Rock, Comtemporary Pop/Rockなど。毎日行われている様々な
ジャンルやスタイルの課題曲から週2回選んで出席する。

【前期】
16～18回目

Funk, Soul, R&B, Jazz, Blues, JamSession, Fusioin, Rock Instrumental, HR/HM, Rock, Classic Rock,
POPS, J-POP, J-ROCK, Altanative Rock, Comtemporary Pop/Rockなど。毎日行われている様々な
ジャンルやスタイルの課題曲から週2回選んで出席する。

【後期】
1～5回目

Funk, Soul, R&B, Jazz, Blues, JamSession, Fusioin, Rock Instrumental, HR/HM, Rock, Classic Rock,
POPS, J-POP, J-ROCK, Altanative Rock, Comtemporary Pop/Rockなど。毎日行われている様々な
ジャンルやスタイルの課題曲から週2回選んで出席する。

評価方法 学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

使用教科書 講師が用意する譜面

【後期】
6～10回目

Funk, Soul, R&B, Jazz, Blues, JamSession, Fusioin, Rock Instrumental, HR/HM, Rock, Classic Rock,
POPS, J-POP, J-ROCK, Altanative Rock, Comtemporary Pop/Rockなど。毎日行われている様々な
ジャンルやスタイルの課題曲から週2回選んで出席する。

【後期】
11～15回目

Funk, Soul, R&B, Jazz, Blues, JamSession, Fusioin, Rock Instrumental, HR/HM, Rock, Classic Rock,
POPS, J-POP, J-ROCK, Altanative Rock, Comtemporary Pop/Rockなど。毎日行われている様々な
ジャンルやスタイルの課題曲から週2回選んで出席する。

【後期】
16～18回目

Funk, Soul, R&B, Jazz, Blues, JamSession, Fusioin, Rock Instrumental, HR/HM, Rock, Classic Rock,
POPS, J-POP, J-ROCK, Altanative Rock, Comtemporary Pop/Rockなど。毎日行われている様々な
ジャンルやスタイルの課題曲から週2回選んで出席する。



専門学校ミュージシャンズ・インスティテュート東京

授業形態 / 必 ・ 選 実技 必修

学則別表上表記 年次

授業時間 年間授業数 54回（108単位時間） 年間単位数 3単位

授業科目要件 該当 非該当

到達目標

授業科目名
Drum Style SelectionⅠ

Drum Style SelectionⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

科目設置学科コース ドラムコース

実務経験のある教員による授業科目

担当講師
実務経歴

受業の内容に応じた現役プロの講師

授業概要

自身の望むスタイルに必要な授業を選択し、受講する。

自身のスタイルの確立。
確立したスタイルに対するスキルの習得、向上。

授業計画・内容

【前期】
1～18回目

選択授業①
別途提示される授業の中から必要な授業を選んで受講する。

【後期】
1～18回目

選択授業②
別途提示される授業の中から必要な授業を選んで受講する。

評価方法
学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的
に評価）

使用教科書 選択した授業ごとに資料を配布。

【後期】
1～18回目

選択授業③
別途提示される授業の中から必要な授業を選んで受講する。


	Harmony & TheoryⅠ
	Ear TrainingⅠ
	ReadingⅠ（Drum）
	Communication in Japanese
	Communication in English
	Music Business
	TechniqueⅠ（Drum）
	PerformanceⅠ（Drum）
	ＤＡＷⅠ（Drum）
	Keyboard proficiencyⅠ
	Rhythm Reading Workout
	LPWⅠ
	Style SelectionⅠ



